
　
海
外
で
大
き
な
災
害
や
事
故
が
起
き
た
際
、
け
が
人
や
病
人
の
治
療
に
当
た
る
日
本
の
医
療
協
力
チ
ー
ム

が
活
動
を
始
め
て
十
年
目
に
入
る
。
湾
岸
戦
争
の
ク
ル
ド
難
民
救
援
や
昨
年
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
地
震
津
波
な
ど

で
活
躍
。
「
人
を
出
さ
な
い
日
本
」
の
汚
名
返
上
に
一
役
買
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
相
手
国
の
要
請
が
な
い

と
現
地
に
行
け
な
い
た
め
派
遣
回
数
が
少
な
か
っ
た
り
、
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
難
民

医
療
援
助
か
ら
は
手
を
引
か
ざ
る
を
え
な
い
な
ど
、
活
動
の
曲
が
り
角
を
迎
え
て
い
る
。
　
（
村
山
知
博
）

海
外
派
遣
2
1
回
医
師
・
看
護
婦
延
べ

1
8
1
人

一
箱
結
露
一

ｙ

こ
の
医
療
協
力
チ
ー
ム
は
Ｊ
Ｍ
　
た
救
急
医
ら
の
発
案
で
、
八
二
年

Ｔ
Ｄ
Ｒ
と
い
い
、
一
九
八
七
年
に
　
に
政
府
と
日
本
救
急
医
学
会
が
協

発
足
し
た
国
際
緊
急
援
助
隊
の
柱
　
力
し
て
つ
く
っ
た
国
際
救
急
医
療

の
一
つ
。
事
務
局
は
国
際
協
力
事
　
チ
ー
ム
が
前
身
だ
。

業
団
（
東
京
都
新
宿
区
）
に
あ
　
　
最
初
の
海
外
派
遣
は
八
四
年
末

る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救
援
の
際

に
緩
織
づ
く
り
の
必
要
性
を
感
じ

の
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ん
ぱ
つ
。
以
来

二
十
一
回
、
地
震
や
水
害
な
ど
の
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な
い
。
国
際
貢
献
の
た
め
に
乗
り

越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も

少
な
く
な
い
。

　
　
熱
意
空
回
り
の
心
配

回
り
し
て
し
ま
う
心
配
が
あ
る
」

と
話
す
。

　
被
災
国
は
医
療
援
助
よ
り
物
資

や
資
金
を
求
め
が
ち
な
た
め
、
要

請
待
ち
は
派
遣
の
遅
れ
に
も
つ
な

が
る
。

　
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
大
東
横
病
院

の
金
田
正
樹
医
師
に
よ
る
と
、
医

療
援
助
が
最
も
求
め
ら
れ
る
災
害

直
後
を
逃
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
そ
う
だ
。

　
　
「
あ
ら
か
じ
め
周
辺
国
と
協
定

を
結
び
、
い
ざ
と
い
う
時
に
す
ぐ

ま
ず
、
被
災
国
や
国
際
機
関
の
　
派
遣
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
」

「
顎
」
出
番
限
定
や
立
ち
遅
れ

″
詣
難
民
援
助
は
自
衛
隊
に

被
災
地
に
延
ぺ
百
八
十
一
大
の
医

師
や
看
護
婦
を
派
遣
し
て
き
た
。

昨
年
九
月
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
起
き

た
津
波
災
害
で
は
、
医
師
ら
が
三

チ
ー
ム
を
編
成
、
移
動
診
断
な
ど

で
九
百
十
四
人
を
診
療
し
た
。

　
だ
が
、
十
年
間
の
活
動
で
見
え

て
き
た
の
は
、
成
果
ば
か
り
で
は

要
請
が
な
い
と
派
遣
で
き
な
い
た

め
、
晰
躍
の
揚
が
限
ら
れ
て
し
ま

う
こ
と
だ
。

　
現
在
、
医
師
百
八
十
七
人
と
看

護
婦
二
百
七
人
、
調
整
員
百
三
十

人
の
計
五
百
二
十
四
人
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
し
て
い
る

が
、
海
外
か
ら
の
援
助
要
請
は
年

に
Ｉ
、
二
回
程
度
。

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
鵜
飼
卓
・

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
所
長
は
「
せ

っ
か
く
の
メ
ン
バ
ー
の
熱
意
が
空

と
の
声
も
出
て
い
る
。

　
　
対
象
は
自
然
災
害
へ

　
ま
た
昨
年
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
が

で
き
、
戦
争
に
よ
る
難
民
援
助
に

は
自
衛
隊
が
参
加
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
従
来
、
こ
の
分
野
は
医
療

チ
ー
ム
の
守
備
範
囲
だ
っ
た
が
、

開
法
の
成
立
で
、
医
療
チ
ー
ム
の

派
遣
対
象
は
自
然
災
害
に
狭
ま
り

そ
う
だ
。

　
し
か
し
、
難
民
へ
の
医
療
活
動

に
し
て
も
、
現
場
経
験
の
豊
か
な

Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
欠
か

せ
な
い
。
あ
る
救
急
医
は
「
輸
送

な
ど
の
面
で
は
優
秀
な
亘
大
隊
だ

が
、
ど
こ
ま
で
医
療
協
力
の
経
験

が
あ
る
か
疑
問
」
と
指
摘
。
「
わ

れ
わ
れ
医
師
が
治
療
活
動
を
し
、

自
衛
隊
は
医
薬
品
の
輸
送
な
ど

の
支
援
活
動
に
徹
し
て
も
ら
う

の
が
理
想
１

‐
‐
と
の
声
も
聞
か
れ

る
。
｀

　
　
帰
国
後
の
待
遇
不
安

　
メ
ン
バ
ー
の
勤
務
先
の
病
院
の

理
解
も
大
き
な
問
題
だ
。

　
　
「
（
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
で
）
外
国
か

ら
帰
っ
て
き
た
ら
席
が
な
い
よ
、

と
勤
務
先
か
ら
言
わ
れ
た
医
師

の
例
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」

と
日
本
医
大
付
属
千
葉
北
総
病

院
の
山
本
保
博
院
長
。
鵜
飼
さ
ん

も
、
三
ヵ
月
の
海
外
援
助
に
出
た

た
め
勤
務
先
を
や
め
た
こ
と
が
あ

る
。

　
　
「
要
請
待
ち
」
の
問
題
に
し
て

も
、
比
較
的
目
由
犯
動
け
る
非
政

府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
を
つ
く
れ
ば

い
い
と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
あ
る

が
、
よ
り
二
層
帰
国
後
の
待
遇
面

で
不
安
が
残
る
た
め
実
現
は
難
し

い
よ
う
だ
。

　
山
本
さ
ん
は
「
関
東
大
震
災
の

と
き
は
、
米
国
の
医
師
や
看
護
婦

五
百
人
が
援
助
し
て
く
れ
た
と
い

う
。
今
は
私
た
ち
が
協
力
す
る
時

代
で
は
な
い
か
」
と
理
解
を
訴
え

て
い
る
。

機
関
銃
で
撃
た
れ
た
ク
ル
ド
難
｀
　
メ
キ
シ
コ
地
震
や
ク
ル
ド
難
民

民
の
子
供
を
治
療
す
る
Ｊ
徊
Ｔ
　
援
助
な
ど
に
参
加
し
た
大
阪
市
立

Ｄ
Ｒ
の
日
本
人
医
師
ら

＝
一
九
九
一
年
四
月
、
イ
ラ
ン

で
（
鵜
飼
卓
さ
ん
提
供
）
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